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行
仙
宿
か
ら
俱
利
伽
羅
岳
ま
で
の
奥
駈
道
点
検 

 

◇
実
施
日 

 

３
月
１
６
日
（
土
）、
１
７
日
（
日
） 

 

晴
後
雨 

◇
参
加
者 

 
 

梶
野
照
雄 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１
名 

  

３
月
１
０
日
に
持
経
宿
か
ら
怒
田
の
水
場
分
岐
を
経
て
白
谷
ト
ン
ネ
ル
西

口
ま
で
を
歩
い
た
が
、
俱
利
伽
羅
岳
の
南
側
で
道
を
誤
り
、
３
０
分
ほ
ど
を
ロ

ス
し
た
。
俱
利
伽
羅
岳
の
南
側
に
は
複
数
の
踏
み
跡
が
あ
り
、
逆
峰
の
場
合
間

違
い
が
起
き
や
す
い
。
そ
こ
で
ビ
ニ
ー
ル
テ
ー
プ
を
用
意
し
て
、
マ
ー
カ
ー
を

増
や
す
こ
と
に
し
た
。 

 

３
月
１
６
日 

 
 

 
 

 

１
台
駐
車 

 
 

 
 
 

 

行
仙
宿
に
着
く 

 
 
 
 

 

水
場
を
掃
除 

十
津
川
か
ら
Ｒ
４
２
５
を
通
っ
て
、
午
後
３
時
過
ぎ
登
山
口
に
着
く
。
す
ぐ
先

に
車
が
一
台
停
ま
っ
て
い
た
。
モ
ノ
レ
ー
ル
に
荷
物
を
積
ん
で
い
る
と
熟
年
ご

夫
婦
が
階
段
を
降
り
て
き
た
。
笠
捨
山
へ
行
っ
た
ら
し
い
。 

行
仙
宿
に
着
き
、
荷
物
を
管
理
棟
に
入
れ
て
か
ら
水
場
に
降
り
る
。
去
年
の
１

２
月
１
０
日
以
来
、
約
３
ヶ
月
ぶ
り
の
水
場
確
認
だ
。
水
場
は
少
な
い
な
が
ら

も
流
れ
が
あ
り
落
石
も
少
な
く
、
掃
除
は
す
ぐ
に
終
わ
っ
た
。 

 

行
仙
宿
に
戻
り
ス
ト
ー
ブ
に
火
を
入
れ
、
管
理
棟
の
石
油
ス
ト
ー
ブ
を
点
け

る
。
小
屋
内
は
１
２
℃
に
な
っ
た
が
、
外
は
風
が
強
く
体
感
気
温
は
低
い
。
先

日
電
池
を
交
換
し
た
時
計
は
正
確
な
時
間
を
示
し
て
い
た
の
で
小
屋
に
持
っ

て
き
て
い
た
お
堂
の
時
計
を
元
に
戻
し
た
。 

 
 

 
 

 

１
２
℃
に
な
っ
た 

 
 

 

時
計
は
合
っ
て
い
た 

 
 

 

ト
レ
ラ
ン
の
３
人 

管
理
棟
で
夕
食
を
摂
り
、
午
後
７
時
、
小
屋
の
ス
ト
ー
ブ
を
消
そ
う
と
し
た
と

き
鈴
の
音
が
聞
こ
え
た
。
も
う
真
っ
暗
に
な
っ
て
い
た
が
ト
レ
ラ
ン
の
３
人
が

や
っ
て
き
た
。
小
屋
に
招
き
入
れ
て
話
を
す
る
。 

太
尾
の
登
山
口
か
ら
玉
置
山
ま
で
行
く
そ
う
だ
。
太
尾
ま
で
の
林
道
が
冬
季
通



行
止
め
な
の
を
知
ら
ず
、
ゲ
ー
ト
か
ら
登
山
口
ま
で
を
走
っ
た
そ
う
だ
。
そ
の

た
め
２
時
間
位
遅
れ
て
い
る
ら
し
い
。
３
人
で
暫
く
協
議
し
て
い
た
が
、
行
仙

宿
で
泊
っ
て
明
日
午
前
３
時
に
出
発
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
午
後
８
時
半
に
発

電
機
を
止
め
て
消
灯
、
管
理
棟
に
戻
っ
て
寝
床
の
用
意
を
す
る
。
箱
に
入
っ
て

い
た
枕
を
出
す
と
、
何
ヶ
所
も
ビ
ニ
ー
ル
袋
が
か
じ
ら
れ
て
中
の
そ
ば
殻
が
散

乱
し
て
い
た
。
か
じ
ら
れ
て
い
な
い
物
を
探
し
出
し
て
使
っ
た
。 

 

３
月
１
７
日 

 

午
前
４
時
半
に
目
が
覚
め
た
の
で
小
屋
を
見
に
行
っ
た
。
３
人
は
も
う
出
て

行
っ
た
よ
う
で
誰
も
い
な
か
っ
た
。
毛
布
も
き
れ
い
に
戻
さ
れ
て
い
た
。
一
晩

中
薪
を
足
し
て
い
た
ら
し
く
、
コ
ン
テ
ナ
の
薪
は
空
っ
ぽ
だ
っ
た
。 

午
前
６
時
前
に
朝
食
を
済
ま
せ
、
枕
の
状
態
を
確
認
。
６
個
の
内
の
３
個
に
穴

が
開
い
て
い
た
。
そ
ば
殻
の
枕
は
や
め
た
方
が
よ
さ
そ
う
だ
。 

 
 

 
 

 

枕
が
か
じ
ら
れ
た 

 
 

 

行
仙
宿
を
出
発 

 
 
 
 

 

行
仙
岳
北
の
段
差 

午
前
６
時
４
５
分
、
俱
利
伽
羅
岳
に
向
け
て
出
発
。
３
０
分
ち
ょ
っ
と
で
行
仙

岳
に
着
く
。
途
中
、
枯
枝
が
数
本
落
ち
て
い
た
が
、
太
い
も
の
は
無
く
全
て
排

除
し
た
。
行
仙
岳
北
側
の
段
差
は
、
杭
が
浮
い
て
い
る
所
が
複
数
あ
り
、
大
幅

な
改
修
が
必
要
だ
。  

 
 
 

 

怒
田
宿
跡 

 
 

 
 
 

１
０
日
に
切
っ
た
木 

 
 
 

テ
ー
プ
を
付
け
な
が
ら 

 
 

 
 

本
日
の
参
加
者 

 
 
 

 

１
０
日
の
軌
跡 

 
 
 
 

 
 

 

本
日
の
軌
跡 



怒
田
宿
跡
を
過
ぎ
て
順
調
に
進
む
。
俱
利
伽
羅
岳
の
手
前
で
少
し
雨
が
降
っ
て

き
た
。
空
は
晴
れ
て
い
る
の
で
ま
だ
本
降
り
に
な
る
様
子
は
な
い
。
１
０
日
に

切
っ
た
木
を
見
つ
け
た
の
で
、
俱
利
伽
羅
岳
に
は
登
ら
ず
引
き
返
す
。
帰
り
な

が
ら
テ
ー
プ
を
数
十
カ
所
に
つ
け
る
。
１
０
日
に
間
違
っ
た
所
は
正
確
に
は
判

ら
な
か
っ
た
が
、
岩
場
の
ト
ラ
バ
ー
ス
北
側
を
降
り
て
い
た
よ
う
だ
。 

怒
田
宿
跡
を
過
ぎ
、
行
仙
岳
の
捲
き
道
経
由
で
行
仙
宿
に
戻
っ
た
。
こ
の
間
の

奥
駈
道
に
異
常
は
無
か
っ
た
。 

小
屋
で
昼
食
を
摂
り
、
午
後
０
時
４
０
分
に
下
山
し
た
。 

（
記
；
梶
野
） 

 

行
動
タ
イ
ム 

１
６
日 

補
給
路
登
山
口15

：20

→16

：02
行
仙
宿
→16

：23

水
場
→17

：

10

行
仙
宿 

１
７
日 

06

：45

行
仙
宿
→07

：17

行
仙
岳
→07
：37

怒
田
宿
跡
→09

：2
3

俱
利
伽
羅
岳
南
→10

：52

怒
田
宿
跡
→11

：19

行
仙
岳
捲
き
道
分
岐
（
南
側
）

→11

：43

行
仙
宿12

：40

→13

：13

補
給
路
登
山
口 

 


